
  〈賃上げ回答状況（単純平均）〉４月20日現在

回回
答答
集集
約約
状状
況況

22
春
闘
で
の
賃
上
げ
要
求
に
対

す
る
回
答
状
況
は
、
4
月
20
日
時

点
で
、
2
3
5
組
合
48
・
9
％（
前

年
同
期
2
1
5
組
合
44
・
6
％
）

が
回
答
を
引
き
出
し
、
そ
の
う
ち

平
均
賃
上
げ
（
定
昇
平
均
）
額
を

回
答
さ
せ
た
の
は
1
1
1
組
合
47

・
22
％
（
同
1
6
2
組
合
55
・
3

％
）
で
す
。

ベ
ア
回
答
を
引
き
出
し
た
の
は

38
組
合
7
・
9
％
（
同
16
組
合
3

・
3
％
）
、
基
本
給
定
昇
込
平
均

は
4
9
8
9
円
1
・
92
％
で
、
前

年
最
終
実
績
（
4
8
3
1
円
1
・

91
％
）
と
比
べ
て
プ
ラ
ス
1
5
8

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

回
答
全
般
と
し
て
定
期
昇
給
の

み
の
回
答
が
中
心
で
は
あ
り
ま
す

が
、
ベ
ア
回
答
が
前
年
よ
り
増
え

て
い
る
の
は
、
介
護
職
の
賃
上
げ

補
助
事
業
を
ベ
ア
に
反
映
さ
せ
た

回
答
が
7
組
合
あ
る
こ
と
や
、「
職

員
の
奮
闘
に
誠
実
に
応
え
よ
」
と

団
体
交
渉
を
行
う
こ
と
で
、
わ
ず

か
な
額
で
も
複
数
の
組
合
が
ベ
ア

回
答
を
引
き
出
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
、
「
コ
ロ

ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
大
幅
賃
上
げ
」

を
追
及
し
て
交
渉
を
す
す
め
た
組

合
が
ベ
ア
を
勝
ち
取
っ
て
い
ま

す
。

臨
時
・
パ
ー
ト
回
答
に
つ
い
て

は
、
時
給
引
上
げ
組
合
数
は
79
組

合
（
前
年
最
終
86
組
合
）
で
、
定

昇
組
合
は
64
組
合（
同
71
組
合
）、

単
純
平
均
額
は
23
円
（
同
22
円
）

で
、
最
高
額
87
円（
同
2
0
0
円
）

を
引
き
出
し
た
組
合
も
あ
り
ま
す

が
、
平
均
額
は
前
年
と
比
べ
プ
ラ

ス
1
円
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、
2
0

2
1
年
地
域
最
賃
改
定
額
全
国
平

均
28
円
に
及
ば
な
い
水
準
と
な
っ

て
い
ま
す
。

産産
別別
統統
一一
闘闘
争争
のの

結結
集集
状状
況況

4
月
20
日
時
点
の
22
春
闘
の
集

約
状
況
で
は
、
前
年
同
期
と
比
較

し
て
要
求
提
出
は
3
3
3
組
合
69

・
2
％（
前
年
同
期
53
・
9
％
）、

統
一
要
請
書
提
出
は
2
4
0
組
合

49
・
9
％
（
同
40
・
5
％
）
。

回
答
指
定
日
の
回
答
引
き
出
し

は
1
8
5
組
合
38
・
5
％
が
事
前

配
置
し
て
の
ぞ
み
、
結
果
は
1
2

5
組
合
26
・
0
％（
同
26
・
3
％
）

が
指
定
日
に
回
答
を
引
き
出
し
ま

し
た
。

ス
ト
権
確
立
は
4
4
7
組
合
50

・
3
％
（
同
44
・
8
％
）
、
統
一

行
動
は
3
5
1
組
合
39
・
5
％
・

1
万
1
6
3
7
人
（
同
34
・
0
％

・
1
万
6
7
9
人
）
の
状
況
で
、

前
年
同
期
を
上
回
る
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ス
ト
ラ
イ
キ
実
施
に
関
し
て

は
、
99
組
合
11
・
1
％
が
事
前
配

置
予
定
で
し
た
が
、
第
6
波
の
感

染
拡
大
真
っ
只
中
と
い
う
悪
条
件

も
あ
り
、
44
組
合
5
・
0
％
（
同

8
・
5
％
）
と
前
年
よ
り
実
施
組

合
が
少
な
い
状
況
は
や
む
を
得
な

い
点
で
し
た
。

全
体
的
に
は
産
別
統
一
闘
争
へ

の
結
集
が
高
ま
っ
た
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に

分
析
す
れ
ば
強
弱
が
み
ら
れ
る
た

め
、
引
き
続
き「
産
別
統
一
闘
争
」

の
意
義
と
重
要
性
に
つ
い
て
の
学

習
を
深
め
な
が
ら
強
化
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

関
信
地
方
協

日
本
医
労
連
・
関
東
甲
信
越
地
方
協

議
会
は
、4
月
22
日
に
参
加
者
80
人
で
、

「
大
幅
賃
上
げ
、
医
療
・
介
護
制
度
改

善
」
を
求
め
る
記
者
発
表
と
厚
労
省
前

抗
議
宣
伝
・
銀
座
デ
モ
を
行
い
ま
し
た
。

記
者
会
見
は
、
東
京
・
医
療
労
働
会

館
で
行
い
、
20
人
が
参
加
（
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
含
む
）
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
現
場

の
過
酷
な
実
態
を
発
言
し
、
待
遇
改
善

・
大
幅
賃
上
げ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

訴
え
ま
し
た
（
写
真
左
）
。

厚
労
省
前
で
の
抗
議
宣

伝
と
、
そ
の
後
の
銀
座
デ

モ
に
は
60
人
が
参
加
。「
い

ま
の
医
療
・
介
護
現
場
は

そ
こ
で
働
く
人
た
ち
の
使

命
感
と
自
己
犠
牲
で
支
え

て
い
る
」
「
大
幅
賃
上
げ

と
増
員
が
必
要
」と
訴
え
、

力
強
い
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
と
東
京
医
労
連
作
成

「
全
国
一
律
！
サ
イ
チ
ン

音
頭
」
を
流
し
な
が
ら
、

道
行
く
人
々
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

岩
手

岩
手
医
労
連
で
は
、
4
月
22
日
、
執

行
委
員
会
の
開
始
前
に
、
盛
岡
市
大
通

り
・
野
村
證
券
前
に
て
、
新
「
い
の
ち

署
名
」
の
宣
伝
・
署
名
行
動
を
30
分
間

行
い
ま
し
た
。

効
率
最
優
先
の
医
療
・
介
護
政
策
の

も
と
慢
性
的
な
人
員
不
足
で
、
安
全
・

安
心
の
医
療
・
介
護
の
提
供
に
余
力
が

な
い
こ
と
、
公
立
・
公
的
病
院
の
再
編

・
統
合
を
見
直
し
、
地
域
の
声
を
踏
ま

え
た
医
療
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。
行

動
中
に
、
署
名
を
求
め
た
際
に
は
、
若

い
女
性
2
人
組
か
ら
「
大
丈
夫
で
す
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
「
私
達
は
大
丈
夫

じ
ゃ
な
い
の
！
」
「
大
変
な
ん
で
す
」

と
訴
え
、
署
名
に
応
諾
し
て
く
れ
た
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
7
人

の
参
加
で
26
筆
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。

過
日
、映
画『
グ

レ
タ
・
ひ
と
り
ぼ

っ
ち
の
挑
戦
』
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

環
境
活
動
家
で
あ

る
グ
レ
タ
・
ト
ゥ

ー
ン
ベ
リ
に
密
着
し
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
で
す
▼
2
0
1
8
年
8

月
、
15
歳
の
少
女
グ
レ
タ
は
、
気

候
変
動
対
策
を
呼
び
か
け
る
た
め

に
、
国
会
議
事
堂
前
で
学
校
ス
ト

ラ
イ
キ
を
始
め
ま
し
た
。
毎
週
金

曜
日
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
す
る
こ
と

か
ら
「
未
来
の
た
め
の
金
曜
日
」

と
名
付
け
ら
れ
た
運
動
は
次
第
に

国
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
ま
し
た

▼
異
常
な
豪
雨
、
台
風
、
猛
暑
、

森
林
火
災
、
干
ば
つ
、
海
面
上
昇

な
ど
が
大
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
国
連
の
「
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル
」
は
、
2
0
3

0
年
ま
で
に
大
気
中
へ
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
を
2
0
1
0
年
度

比
で
45
％
削
減
し
、
2
0
5
0
年

ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
を
達
成
で
き
な

い
と
、
世
界
の
平
均
気
温
の
上
昇

を
産
業
革
命
前
に
比
し
て
1
・
5

℃
ま
で
に
抑
え
込
む
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
た
と
え
気
温
上
昇
を
1
・
5

℃
に
抑
え
て
も
、
洪
水
の
リ
ス
ク

に
さ
ら
さ
れ
る
人
口
は
今
の
2
倍

と
な
り
、
食
料
生
産
も
減
少
す
る

な
ど
人
類
と
地
球
環
境
は
打
撃
を

受
け
ま
す
が
、
そ
れ
を
上
回
る
気

温
上
昇
と
な
る
と
、
そ
の
打
撃
は

甚
大
で
す
▼
日
本
の
Ｃ
Ｏ
2

排
出

量
は
世
界
5
位
。そ
れ
な
の
に「
脱

炭
素
」
と
は
口
先
だ
け
で
石
炭
火

力
発
電
所
の
増
設
・
輸
出
を
進
め

る
日
本
政
府
。
未
来
世
代
へ
の
裏

切
り
で
す
▼
地
球
を
守
り
、
将
来

の
世
代
に
豊
か
な
自
然
環
境
を
引

き
継
ぐ
た
め
に
、
政
治
を
変
え
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

産別結集を高めて
すべてのケア労働者に大幅賃上げを

第
二
次
産
別
全
国
統
一
行
動
日
の
４
月
２２

日
に
は
、
各
地
で
様
々
な
行
動
を
展
開
し
ま

し
た
。
ご
報
告
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第二次産別統一行動第二次産別統一行動
銀座デモで大幅賃上げと増員を訴える関信地方協のみなさん

２２
春
闘

２２
春
闘
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日
本
医
労
連
は
4
月
22
日
、
東

京
都
内
で
「
第
6
次
『
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
』
に
関
す
る
緊
急
実
態

調
査
（
医
療
）
」
結
果
に
つ
い
て

記
者
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
調
査

期
間
は
3
月
14
日
〜
4
月
6
日
。

5
全
国
組
合
22
県
医
労
連
の
1
7

6
施
設
か
ら
の
回
答
を
集
約
し
ま

し
た
。

調
査
結
果
で
は
、
2
0
2
1
年

10
月
に
政
府
が
第
5
波
の
2
倍
程

度
の
感
染
力
を
想
定
し
た
医
療
提

供
体
制
の
整
備
を
打
ち
出
し
た
後

に
新
型
コ
ロ
ナ
の
重
症
病
床
を
増

や
し
た
医
療
機
関
が
1
7
6
施
設

中
9
・
9
％
（
14
施
設
）
、
中
等

症
・
軽
症
病
床
を
増
や
し
た
の
は

27
・
3
％
（
48
施
設
）
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。

政
府
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
8

割
以
上
の
病
院
が
「
機
能
し
て
い

な
い
」
あ
る
い
は
、
「
機
能
し
て

い
る
か
分
か
ら
な
い
」
と
回
答
。

佐
々
木
悦
子
中
央
執
行
委
員
長

は
「
第
6
波
に
備
え
た
政
府
の
対

策
は
機
能
し
て
お
ら
ず
、
医
療
機

関
や
医
療
従
事
者
に
は
大
き
な
負

担
が
か
か
っ
て
い
る
」
と
訴
え
ま

し
た
。

2
0
2
2
年
1
月
以
降
、
救
急

搬
送
の
受
け
入
れ
を
断
っ
た
病
院

は
全
体
の
34
・
7
％（
61
施
設
）、

最
大
で
1
日
16
件
断
っ
た
病
院
も

あ
っ
た
ば
か
り
か
、
病
院
内
で
ク

ラ
ス
タ
ー
発
生
が
あ
っ
た
の
は
35

・
2
％
（
62
施
設
）
で
、
う
ち
41

施
設
で
病
棟
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
陽
性
の
職
員

が
陽
性
の
患
者
を
看
護
す
る
状
況

も
4
施
設
が
あ
っ
た
と
回
答
し
て

お
り
、
人
員
不
足
が
背
景
に
あ
る

と
み
ら
れ
ま
す
。

川
上
真
理
書
記
次
長
は
、
「
す

べ
て
の
医
療
従
事
者
が
長
期
化
す

る
コ
ロ
ナ
対
応
を
行
っ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
政
府
の
打
ち
出
す

補
助
金
や
補
助
事
業
に
よ
り
職
場

内
に
差
別
と
分
断
が
起
き
て
い

る
」
「
離
職
者
に
歯
止
め
が
か
か

ら
ず
、
人
手
不
足
に
拍
車
が
か
か

り
、
医
療
現
場
は
困
難
を
極
め
て

い
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
は
同
日
、
国
に
対

し
て
緊
急
要
請
書
（
第
9
次
）
を

提
出
し
、
い
の
ち
守
る
対
策
の
強

化
を
求
め
ま
し
た
。

4
月
、
全
国
の
新
入
職
員
が
続
々
と

医
労
連
の
仲
間
入
り
を
し
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
取
り
組
み
の
報
告
が
、
本
部
に

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
入
を
迷
っ
て

い
る
新
入
職
員
や
、
加
入
書
を
渡
す
機

会
を
探
し
て
い
る
新
入
職
員
は
、
必
ず

い
ま
す
。
再
度
の
声
掛
け
で
、
全
て
の

新
入
職
員
を
医
労
連
の
仲
間
に
迎
え
入

れ
ま
し
ょ
う
。
全
て
の
単
組
・
支
部
で
、

第
2
弾
・
第
3
弾
の
取
り
組
み
を
計
画

し
、
加
入
に
繋
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

愛

知

事
前
準
備
と

事
前
練
習
が
成
果
に

愛
知
県
医
労
連
は
、
4
月
16
日
に
今

年
度
3
回
目
と
な
る
組
織
拡
大
共
済
推

進
会
議
を
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
で
行
い
、
4
月

1
日
か
ら
の
怒
涛
の
「
新
人
1
0
0
％

加
入
」
に
つ
い
て
、
各
組
織
か
ら
成
果

と
課
題
を
報
告
し
あ
い
ま
し
た
。
国
共

病
組
東
海
支
部
の
仲
間
は
、
組
合
説
明

会
で
10
人
の
加
入
が
あ
っ
た
こ
と
を

「
感
無
量
」
と
振
り
返
り
、
成
功
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
「
何
を
お
い
て
も
事
前

準
備
と
事
前
練
習
を
し
っ
か
り
や
っ
た

こ
と
」
だ
と
報
告
し
ま
し
た
。

和
歌
山

共
済
ア
ン
ケ
ー
ト
活
用
が

大
き
な
成
果
に

和
歌
山
県
医
労
連
の
加
盟
組
織
で

は
、
こ
れ
ま
で
個
別
に
行
っ
て
い
た
組

合
説
明
を
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

組
み
込
む
申
し
入
れ
を
行
い
、
昨
年
好

評
だ
っ
た
共
済
ア
ン
ケ
ー
ト
も
活
用
し

て
、
そ
の
場
で
25
人
中
24
人
が
加
入
す

る
成
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

全
医
労

定
員
削
減
攻
撃
を

跳
ね
の
け
て

新
歓
で
成
果

全
医
労
の
Ａ
支
部
で
は
、
国
に
よ
る

定
員
削
減
攻
撃
で
新
採
用
者
数
が
抑
制

さ
れ
る
中
、
新
人
7
人
全
員
の
加
入
を

め
ざ
し
て
万
全
な
企
画
と
準
備
で
の
ぞ

み
ま
し
た
。
歓
迎
会
に
は
、
今
回
初
め

て
入
所
者
も
出
席
し
、
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
く
な
ど
の
工
夫

を
取
り
入
れ
、
「
新
人

1
0
0
％
加
入
」
の
成

果
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

4
月
9
日
、
「
2
0
2
1
年
度

済
生
会
病
院
労
組
全
国
学
習
交
流

集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
を
併
用
し
、
6
県
か
ら
9

組
合
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
東
京
法
律
事

務
所
の
笹
山
直
人
弁
護
士
よ
り

「
労
働
時
間
の
適
正
な
把
握
の
た

め
に
使
用
者
が
講
ず
べ
き
措
置
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
労
働
組

合
の
役
割
」
と
題
し
て
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
「
労
働
時
間
の
把

握
」
に
つ
い
て
、
労
基
法
と
労
安

法
の
規
定
や
目
的
の
違
い
な
ど
を

解
説
し
な
が
ら
、
現
場
で
問
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
例
を
挙
げ

て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
労
働

組
合
が
協
議
・
交
渉
で
労
働
条
件

の
維
持
向
上
を
は
か
る
こ
と
が
原

則
で
あ
り
、
「
法
定
の
労
働
条
件

は
当
然
実
現
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
も
の
」
と
い
う
意
識
に
変
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
述
べ
ま
し

た
。基

調
報
告
の
後
、
済
生
会
新
潟

病
院
労
組
が
指
定
報
告
を
行
い
、

処
遇
改
善
事
業
を
活
用
し
看
護
職

員
の
賃
上
げ
に
つ
な
げ
、
協
定
化

し
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。集

会
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ

い
て
の
結
果
報
告
で
は
、
平
均
賃

金
や
一
時
金
、
退
職
金
な
ど
で
組

合
間
に
差
が
あ
る
こ
と
等
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

交
流
で
は
、
各
組
合
か
ら
「
組

織
拡
大
の
取
り
組
み
」
、
「
コ
ロ

ナ
対
応
」
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

労
働
時
間
の
問
題
で
は
、
北
上

済
生
会
病
院
労
組
か
ら
、
限
ら
れ

た
人
数
で
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
を
す

る
中
で
、
昼
休
み
が
取
得
で
き
な

か
っ
た
場
合
に
シ
ス
テ
ム
上
で
申

請
で
き
な
い
問
題
を
組
合
が
取
り

上
げ
病
院
協
議
し
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

組
織
拡
大
で
は
、
新
歓
に
つ
い

て
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
時
の

昼
休
み
最
後
15
分
間
の
組
合
説
明

や
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し

楽
し
く
親
し
み
や
す
い
イ
メ
ー
ジ

を
説
明
す
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し

た
取
り
組
み
な
ど
が
報
告
さ
れ
、

成
果
を
共
有
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
岩
崎
泰
剛
運
営
委
員

が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
各

病
院
と
も
コ
ロ
ナ
で
多
忙
な
中
で

あ
る
が
、
組
合
員
の
為
に
日
々
頑

張
っ
て
い
る
状
況
を
実
感
し
ま
し

た
」
と
述
べ
、
今
後
も
こ
の
集
会

で
情
報
共
有
を
行
い
な
が
ら
各
病

院
の
良
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
、

活
用
し
て
行
く
こ
と
を
呼
び
か
け

終
了
し
ま
し
た
。

4
月
20
日
、
宮
城
県
医
労
連
が
中

心
と
な
っ
て
組
織
し
て
い
る
「
地
域

医
療
を
守
る
共
同
行
動
み
や
ぎ
連
絡

会
」
と
「
東
北
労
災
病
院
を
守
る
会
」

は
、
県
が
進
め
る
4
病
院
（
東
北
労

災
病
院
・
仙
台
赤
十
字
病
院
・
県
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
・
県
立
精
神
医
療
セ

ン
タ
ー
）
の
再
編
統
合
・
移
転
計
画

に
反
対
す
る
署
名
第
一
次
集
約
分
2

万
9
千
筆
を
県
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
署
名
は
、
再
編
計
画
は
地
域
医

療
を
崩
壊
さ
せ
、
医
療
難
民
を
生
み

出
す
と
指
摘
し
、
計
画
を
行
わ
ず
地

域
医
療
の
充
実
を
求
め
る
も
の
で

す
。署

名
提
出
に
先
立
ち
、
県
庁
前
で

地
域
住
民
約
1
0
0
人
と
一
緒
に
横

断
幕
や
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、
「
地

域
医
療
守
れ
！
」
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
。
そ
の
後
、
遠
藤
信
哉
副
知
事

に
署
名
簿
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
は
全
労
災
本
部
、
全

日
赤
本
部
か
ら
も
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
署
名
は
県
が
方
針
を
撤
回
す
る

ま
で
引
き
続
き
取
り
組
み
を
継
続
し

ま
す
。

４病院の再編統合・移転計画に反対

宮城２万９千筆提出

事
前
準
備
で�
新
人
１００
％
加
入
�

第
２
・
３
弾
の
計
画
を

愛知「組織拡大・共済推進会議」の様子愛知「組織拡大・共済推進会議」の様子

済
生
会
病
院
労
組

組
織
強
化
・
要
求
前
進
に
向
け
交
流

新型コロナ

政
府
の
第
６
波
対
策
機
能
し
て
い
な
い

第
６
次
実
態
調
査
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講 演講 演
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス

と
い
う
革
命
」

５月５月

介
護
ア
ク
シ
ョ
ン
月
間
で
す

4
月
17
日
、
「
介
護
を
崩
壊
さ
せ

な
い
！
高
齢
者
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

分
断
を
招
か
な
い
た
め
に
」集
会
が
、

介
護
7
団
体
（
中
央
社
保
協
、
全
労

連
、
認
知
症
と
家
族
の
会
な
ど
）
の

主
催
で
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

「
介
護
の
社
会
化
」
と
し
て
介
護

保
険
ス
タ
ー
ト
か
ら
22
年
。し
か
し
、

今
で
は
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま

す
。
介
護
崩
壊
を
招
か
な
い
た
め
に

も
、
一
刻
も
早
く
こ
の
状
況
を
立
て

直
す
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
財
源
論

に
踏
み
込
ん
だ
学
習
と
、
介
護
当
事

者
た
ち
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。

井
出
英
策
氏（
慶
応
義
塾
大
学
教
授
）

冒
頭
、
「
考
え
方
に
違
い
は
あ
る

と
思
い
ま
す
が
」
と
前
置
き
し
、
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

井
出
氏
は
、
教
育
や
医
療
や
介
護

な
ど
、
誰
も
が
必
要
と
す
る
ベ
ー
シ

ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
を
無
償
化
に
し
て
、

誰
も
が
尊
厳
を
持
っ
て
生
き
ら
れ
る

社
会
の
実
現
を
す
る
た
め
に
、
消
費

税
を
6
％
引
き
上
げ
る
財
源
論
に
つ

い
て
展
開
。
財
源
確
保
に
は
様
々
な

考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

「
ひ
と
つ
の
税
だ
け
切
り
離
し
て
考

え
ず
、
税
と
給
付
の
全
体
で
考
え
る

こ
と
が
必
要
」
と
し
、
給
付
面
で
納

得
で
き
る
こ
と
を
共
通
の
政
策
と
し

た
う
え
で
、
「
税
金
を
使
う
仕
組
み

の
構
築
に
発
想
転
換
す
べ
き
」
と
話

し
ま
し
た
。

講
演
の
終
わ
り
に
「
悲
惨
が
あ
ふ

れ
る
国
を
変
え
た
い
と
い
う
思
い
は

同
じ
。
消
費
税
増
税
の
た
だ
一
点
だ

け
で
対
立
し
あ
う
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
今
後
の
議
論
に
繋
が
る

こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
講
演
を
終
え

ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
介
護
当
事

者
の
立
場
か
ら
、
利
用
者
家
族
、
労

働
者
、
事
業
者
、
訪
問
介
護
の
現
場

の
代
表
者
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
実
態
を

報
告
し
ま
し
た
。

ヘ
ル
パ
ー
ネ
ッ
ト
世
話
人
で
も
あ

る
日
本
医
労
連
の
寺
田
雄
中
執
は
、

介
護
現
場
の
配
置
人
員
の
実
態
を
報

告
し
つ
つ
、
現
場
は
今
般
の
コ
ロ
ナ

禍
で
さ
ら
に
ひ
っ
迫
し
て
い
る
と

し
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
当

初
示
し
た
9
0
0
0
円
の
改
善
に
は

程
遠
い
実
態
に
な
っ
て
い
る
調
査
結

果
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
「
介
護

の
質
と
雇
用
の
質
は
表
裏
一
体
。
質

の
向
上
に
は
、
専
門
性
を
発
揮
し
働

き
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
」
と

報
告
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
か
ら

「
こ
ん
な
時
こ
そ
希
望
を
語
ろ
う
」

の
呼
び
か
け
が
あ
り
パ
ネ
リ
ス
ト
か

ら
、「
新
入
職
員
7
人
を
迎
え
た（
施

設
長
）
」
「
コ
ロ
ナ
禍
で
ヘ
ル
パ
ー

が
訪
問
す
る
こ
と
で
ク
ラ
ス
タ
ー
を

出
し
て
な
い
。
生
活
援
助
・
家
事
援

助
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た

（
ヘ
ル
パ
ー
連
絡
会
）
」
「
介
護
も

私
の
人
生
の
一
部
。
楽
し
み
な
が
ら

や
っ
て
い
く（
利
用
者
家
族
）」「
利

用
者
を
笑
顔
に
し
、
介
護
を
よ
く
し

て
い
く
（
労
働
組
合
）
」
な
ど
介
護

を
崩
壊
さ
せ
な
い
思
い
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

5
月
の
ア
ク
シ
ョ
ン
月
間
が
始
ま

り
ま
す
！
介
護
を
良
く
す
る
ア
ピ
ー

ル
を
職
場
や
地
域
で
行
い
ま
し
ょ

う
。
（
発
2
0
4
号
）

①
介
護
労
働
者
の
要
求
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

発
信
※
共
通
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

＃
介
護
に
笑
顔
と
希
望
を

＃
ケ
ア
労
働
者
大
幅
賃
上
げ
ア
ク

シ
ョ
ン
、
＃
ワ
ン
オ
ペ
夜
勤

②
メ
ー
デ
ー
で
介
護
労
働
者
の
要
求

を
ア
ピ
ー
ル
す
る

③
宣
伝
行
動

④
介
護
分
野
で
の
組
織
化

⑤
事
業
所
訪
問
、
介
護
集
会
、
ミ
ニ

学
習
会
の
開
催

⑥
中
央
段
階
の
行
動
（
4
面
参
照
）

「役員セミナー」を開催します。内容は、「産別統一闘争・ストラ
イキ」についての講演・特別報告・分散会の予定です。積極的な参加
をお願いいたします。
日時：２０２２年６月１０日（金）１０：３０～１６：３０（１０：００からWeb接続）
方法：オンライン併用
参加対象：日本医労連中央執行委員、加盟組合・単組支部の役員
申込み：下記 URL もしくは QRコードより事前参加登録をお願い

いたします。
分散会の都合上、１人１端末１アドレスの登
録、単独視聴のみでお願いいたします。

［事前登録］ID 830 4038 3956
パスコード 739001

締切り：２０２２年６月１日（水）

主なスケジュール

１０：３０ 開会・あいさつ
１０：４０ 講義「産別統一闘争・ストライキについて」

講師：黒澤幸一氏
（全労連事務局長・日本医労連中央執行委員）

１２：００ 休憩
１３：００ 特別報告 全医労、北海道、山形（各１５分）
１３：４５ 質疑応答
１４：００ 休憩
１４：１５ 分散会
１６：１５ 閉会・あいさつ、団結ガンバロウ
１６：３０ 終了

※会議参加の方は、会議の参考資料となる「ストライ
キ」に関してのアンケートにもご協力ください。
【問合せ】TEL０３―３８７５―５８７１教育宣伝局

4
月
15
日
、
東
京
有
楽
町
イ
ト
シ
ア

前
で
定
例
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
宣

伝
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
の
な
か
、
「
全
国
一

律
最
低
賃
金
1
5
0
0
円
」
と
「
ロ
シ

ア
政
府
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
反

対
」
の
横
断
幕
で
、
帰
路
に
つ
く
労
働

者
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

全
労
連
・
国
民
春
闘
共
闘
は
、
①
春

闘
要
求
の
実
現
、
②
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
と
全
国
一
律
制
度
の
実
現
を
訴
え

ま
し
た
。
日
本
医
労
連
か
ら
、
五
十
嵐

建
一
中
央
執
行
委
員
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
侵
略
戦
争
に
対
す
る
遺
憾
の
意
を
示

し
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
・
介
護

現
場
の
実
態
を
訴
え
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
保
育
対
策
委
員
会

は
、
4
月
15
日
、
「
保
育
士
等
の

処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
」
に
つ

い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
内
閣
府
に

要
請
し
ま
し
た
。

要
請
に
は
日
本
医
労
連
か
ら
佐

々
木
悦
子
中
央
執
行
委
員
長
、
川

上
真
理
保
育
対
策
委
員
会
事
務
局

長
を
は
じ
め
4
人
の
対
策
委
員
の

計
6
人
が
参
加
し
、
内
閣
府
か
ら

は
、
子
ど
も
・
子
育
て
政
策
調
査

課
か
ら
1
人
が
対
応
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
佐
々
木
委
員
長
は
、
政

府
に
よ
る
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ

が
保
育
士
間
に
分
断
を
も
た
ら
す

な
ど
課
題
も
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま

し
た
。
続
い
て
、
内
閣
府
が
要
請

（
左
下
）
の
回
答
を
行
い
ま
し

た
。特

例
事
業
に
つ
い
て
、
内
閣
府

は
公
定
価
格
の
対
象
と
な
る
保
育

所
を
所
管
し
、
実
施
し
て
い
る
。

院
内
保
育
所
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
所
管
の
厚
労
省
で
検
討
さ
れ

る
べ
き
と
い
う
回
答
で
し
た
。

回
答
を
受
け
、
対
策
委
員
か
ら

は
、
「
院
内
保
育
所
の
保
育
士
は

看
護
師
確
保
の
観
点
か
ら
、
確
保

法
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
保

育
士
で
あ
り
ケ
ア
労
働
者
で
も
あ

る
。
両
側
面
が
あ
る
の
に
両
方
の

補
助
金
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い

る
」
、
関
西
の
委
員
か
ら
は
「
認

可
外
で
は
あ
る
も
の
の
、
基
準
も

満
た
し
市
の
監
査
も
受
け
、
認
可

に
準
ず
る
証
明
書
も
発
行
さ
れ
て

い
る
の
に
、
交
付
金
で
は
基
準
外

と
矛
盾
が
多
い
。
誰
も
が
納
得
す

る
理
由
を
教
え
て
」
と
訴
え
ま
し

た
。
東
北
の
委
員
か
ら
は
、
「
自

所
は
事
業
所
内
保
育
所
な
の
で
補

助
金
の
対
象
、
病
院
内
の
病
児
保

育
所
は
も
ら
え
て
い
な
い
。
同
法

人
内
で
差
が
出
て
し
ま
っ
た
。
課

題
の
認
識
を
」
と

訴
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
「
所

管
で
は
な
い
」
に

終
始
す
る
担
当
者

に
、
中
国
の
委
員

か
ら
は
「
内
閣
府

子
ど
も
子
育
て
本

部
は
全
て
の
子
ど

も
に
つ
い
て
考
え

る
と
こ
ろ
で
は
な

い
の
か
。『
政
策
調

査
課
』の
あ
な
た
が
厚
労
省
に
情

報
提
供
や
指
導
で
き
る
の
で
は
な

い
か
」と
迫
り
ま
し
た
。担
当
者

は
、「
保
育
の
質
は
ど
こ
に
い
て
も

等
し
く
担
保
さ
れ
る
べ
き
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。要
請
内
容
に
つ

い
て
は
厚
労
省
に
し
っ
か
り
伝
え

ま
す
」と
し
ま
し
た
。

最
後
に
川
上
事
務
局
長
か
ら

「
縦
割
り
行
政
で
は
い
つ
ま
で
も

た
っ
て
も
問
題
が
解
決
し
な
い
。

日
本
医
労
連
の
春
闘
回
答
で
、
保

育
所
の
賃
上
げ
回
答
は
2
カ
所
の

み
。
現
場
実
態
も
踏
ま
え
て
10
月

以
降
の
政
策
も
検
討
い
た
だ
き
た

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
メ
ー
デ
ー
が
各
地
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
各
地
の
工
夫
を
こ
ら
し
た
取
り
組
み
の

写
真
・
情
報
を
日
本
医
労
連
教
育
宣
伝
局
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
次
回
機
関
紙
で
紹
介
し
ま
す
。

〈
送
り
先
〉
日
本
医
労
連
・
教
育
宣
伝
局

n
-ask
@
iro
u
re
n
.o
r.jp

〈
締
切
り
〉
5
月
13
日

保育士等の処遇改善について

１）保育士等への処遇改善特例事業 に
ついては、４月以降の申請であっても
遡って助成の対象とすること
２）病院内にある院内保育所の保育士に
ついては、認可や認可外にかかわらず、
処遇改善臨時特例事業の対象とするこ
と
３）現場で働く全ての労働者を助成対象
に広げると同時に、抜本的な改善につ
ながる大幅引き上げを行うこと

アクション月間で行動しよう

内閣府要請内閣府要請

医療現場を支える
保育士の処遇改善を

良くするために
運動を広げよう
良くするために
運動を広げよう

保育対策委員会

昨年の中央の取り組み（巣鴨）昨年の中央の取り組み（巣鴨）

介護介護介護

事前アンケート
QRコード

大幅賃上げ底上げを大幅賃上げ底上げを

事前登録
ＱＲコード

役員セミナー2022役員セミナー2022
開催します（オンライン併用）

ディーセントワーク宣伝行動ディーセントワーク宣伝行動

昨年のメーデーの様子昨年のメーデーの様子

日本医労連日本医労連

写真大募集写真大募集

鹿児島鹿児島

岐 阜岐 阜



（4）第1777号（毎月第2・4木曜日発行）医 療 労 働 者（ ）昭和36年9月15日
第三種郵便物認可2022年4月28日

新いのち＆介護請願採択めざす
5・26国会行動

新いのち＆介護請願採択めざす
5・26国会行動

日時：５月２６日（木）１２：００～１５：３０
会場：衆議院第一議員会館大会議室

（１１：３０から通行証を配布します）

締切り：５月２０日（金）必着

●
ま
た
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
接
遇
・
パ
ワ
ハ
ラ
に
気
を
つ

け
て
、
と
話
し
て
い
る
上
司
が
、

1
番
の
パ
ワ
ハ
ラ
で
す
。
意
味
の

な
い
パ
ワ
ハ
ラ
委
員
会
、
検
討
す

る
べ
き
で
す
。

（
岩
手
・
匿
名
希
望
）

●
コ
ロ
ナ
禍
で
新
卒
看
護
師
さ
ん

は
現
場
実
習
が
大
幅
減
で
不
安
を

抱
え
て
入
職
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
現
場
で
も
丁
寧
な
研
修
や
夜

勤
デ
ビ
ュ
ー
の
延
期
な
ど
対
応
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
春
、
娘

が
看
護
系
の
大
学
に
進
学
し
ま
し

た
。
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
収
束

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

（
東
京
・
匿
名
希
望
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
が
な

か
な
か
減
ら
な
い
中
、
都
立
病
院

は
独
法
化
。
公
立
で
採
算
が
取
れ

な
い
も
の
は
民
営
化
し
て
し
ま
え

と
い
う
流
れ
に
不
安
を
覚
え
ま

す
。
独
法
化
後
は
勤
務
条
件
も
悪

く
な
る
そ
う
で
、
こ
の
先
が
心
配

で
す
。

（
東
京
・
秋
山
あ
か
ね
）

●
勤
通
大
の
基
礎
理
論
コ
ー
ス
を

終
え
ま
し
た
。
す
べ
て
が
正
し
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
年
間
を
通

し
て
1
つ
の
視
点
か
ら
世
の
中
の

仕
組
み
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
の

は
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
勤
通
大
で
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

（
奈
良
・
北
川
翔
太
）

●
私
達
の
日
常
生
活
用
品
の
値
上

が
り
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
影
響
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
戦
争
が
も

た
ら
す
物
は
多
く
の
命
の
犠
牲
と

無
関
係
な
人
々
へ
の
生
活
困
窮
だ

と
思
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
平
和
が

一
番
！
や
っ
ぱ
り
戦
争
反
対
！

（
長
野
・
上
野

誠
）

●
最
近
、
院
内
で
コ
ロ
ナ
が
増
え

て
い
て
中
々
臨
床
業
務
が
出
来
ま

せ
ん
。
少
し
で
も
早
く
コ
ロ
ナ
が

収
ま
れ
ば
、
助
か
り
ま
す
。

（
岡
山
・
森

宏
明
）

これまで私たちが取り組んできた署名を提出し、国
会での採択めざす行動を行います（発211号）。

署名の到達数（日本医労連のみ）と紹介議員数は、
以下の通りです。
◆新「いのち署名」 199，002筆、102人、
◆「介護署名」 19，449筆、6人です。
手元にある署名用紙を本部に送付して下さい。

タイムスケジュール

12：00 署名提出・議員あいさつ
13：00 行動提起
13：10 国会議員要請・昼食
15：00 全体会報告集会

議員要請報告
決意表明

15：30 終了・解散

【パズル解答】1775号の答えは「おぼろ月夜」でし
た。正解者の中から抽選でクオカードを贈呈しま
す。
【応募方法】①組合（病院）名、②職種、③氏名、
④郵便番号、⑤住所を記入し、解答を5／18（水）
までにご応募ください。「読者のページ」もご寄稿
下さい。
【応募先】
〒110―0013 台東区入谷1―9―5
「日本医労連教育宣伝局」
ＦＡＸ :03―3875―6270
E-mail : n-ask@irouren.or.jp

診
断
書
は

所
定
の
も
の
で

医
労
連
共
済
で
は
、
1

共
済
期
間
（
7
月
〜
翌
6

月
）
1
回
、
医
労
連
共
済

所
定
の
診
断
書
を
本
書
で

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
場

合
、
5
千
円
の
助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
医

療
機
関
の
医
事
シ
ス
テ
ム

に
医
労
連
共
済
診
断
書
の

書
式
を
読
み
込
ん
で
診
断

書
作
成
す
る
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
医
療
機
関
の
押

印
が
あ
る
も
の
は
助
成
対

象
と
し
ま
す
。
医
労
連
共

済
所
定
の
診
断
書
は
、
休

業
給
付
に
必
要
な
「
医
師

が
安
静
療
養
を
指
示
し
た

期
間
」
の
記
入
欄
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

保
健
所
の

療
養
証
明
書
も

新
型
コ
ロ
ナ
の
提
出
書

類
は
、保
健
所
発
行
の「
就

業
制
限
通
知
・
就
業
制
限

通
知
」
ま
た
は
診
断
書
の

提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
保
健
所
業

務
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

「
就
業
制
限
通
知
・
就
業

制
限
通
知
」
か
ら
「
宿
泊

・
療
養
証
明
書
」
に
発
行

書
類
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
「
宿
泊
・
療
養
証

明
書
」
で
も
陽
性
判
明
日

な
ど
必
要
な
項
目
の
確
認

が
で
き
れ
ば
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
保
健
所
に
よ
っ

て
も
、
書
類
発
行
の
手
続

き
や
発
行
ま
で
の
期
間
が

違
い
ま
す
が
、
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

単
身
赴
任
し
て
半
年
、
春

休
み
の
期
間
を
利
用
し
て
家

族
み
ん
な
が
東
京
へ
遊
び
に

や
っ
て
き
た
。
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、
Ｖ
6

の
木
、
ア
キ
バ
な
ど
家
族
が

行
き
た
い
と
こ
ろ
を
観
光
し

な
が
ら
、
夜
は
焼
肉
・
韓
国

料
理
・
も
ん
じ
ゃ
焼
き
を
囲

み
な
が
ら
の
談
笑
。
傍
か
ら

見
れ
ば
ど
こ
に
で
も
あ
る
日

常
の
小
さ
な
幸
せ
に
見
え
る

が
、
子
供
の
成
長
と
パ
ー
ト

ナ
ー
の
笑
顔
を
肌
で
感
じ
る

連
日
に
、
自
分
に
と
っ
て
は

大
き
な
幸
せ
で
あ
り
、
か
け

が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
こ

と
を
痛
感
し
た
。

働
い
た
分
は
請
求
し
よ
う

働
け
ば
誰
も
が
人
間
ら
し

く
暮
ら
せ
る
社
会
に
。
ご
く

ご
く
当
た
り
前
の
生
活
が
で

き
な
い
今
の
日
本
。
私
た
ち

が
働
く
職
場
実
態
も
慢
性
的

な
人
員
不
足
と
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
も
相
ま
っ
て
、
8
割
の

人
が
所
定
労
働
時
間
を
超
え

て
残
業
を
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
半
数
を
超
え
る
人
が
始

業
前
も
就
業
後
も
働
い
て
い

る
。し
か
も
始
業
前
で
7
割
、

就
業
後
で
5
割
の
人
が
時
間

外
の
請
求
を
し
て
お
ら
ず
、

休
憩
時
間
の
未
取
得
も
加
味

す
れ
ば
約
7
万
6
千
円
の
不

払
い
額
に
な
る
。
医
療
介
護

の
職
場
か
ら
二
度
と
過
労
死

を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
労

働
力
を
安
売
り
せ
ず
、
働
い

た
分
は
当
た
り
前
に
請
求
す

る
こ
と
で
、
人
員
不
足
に
よ

る
長
時
間
労
働
の
実
態
を
も

っ
と
浮
き
彫
り
に
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
る
。

医
労
連
は
14
春
闘
か
ら

「
月
額
4
万
円
以
上
」
の
要

求
を
掲
げ
て
今
春
闘
も
た
た

か
っ
て
い
る
が
、
14
年
以
降

2
人
以
上
の
勤
労
世
帯
の
税

負
担
増
は
11
万
円
を
超
え
、

年
間
一
時
金
も
国
民
春
闘
共

闘
平
均
よ
り
約
17
万
円
低
い

現
状
だ
。
一
方
、
諸
外
国
の

14
年
以
降
の
実
質
賃
金
推
移

を
見
る
と
、
4
万
6
7
1
9

円
（
米
国
）
、
3
万
5
9
3

8
円
（
韓
国
）
な
ど
日
本
以

外
の
主
要
国
で
は
賃
金
が
上

が
っ
て
い
る
。
賃
金
も
雇
用

も
社
会
保
障
も
削
ら
れ
続

け
、
働
い
て
も
ま
と
も
に
暮

ら
せ
な
い
社
会
な
の
は
日
本

だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

平
和
憲
法
を
世
界
へ

い
ま
世
界
中
で
ロ
シ
ア
軍

の
侵
略
戦
争
に
反
対
の
声
が

あ
が
り
、
日
本
各
地
で
も
毎

週
、
路
上
に
立
っ
て
戦
争
反

対
の
声
を
あ
げ
て
い
る
。
一

方
で
、
こ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

情
勢
に
便
乗
し
て
「
軍
拡
し

な
い
と
防
衛
で
き
な
い
」「
核

の
抑
止
力
に
つ
い
て
議
論
す

べ
き
だ
」
な
ど
と
、
平
和
憲

法
を
変
え
た
い
政
治
家
た
ち

は
「
平
和
の
た
め
に
軍
事
が

必
要
」の
流
れ
に
誘
導
し
て
、

憲
法
を
変
え
る
国
民
投
票
に

躍
起
に
な
っ
て
い
る
。

今
の
政
府
は
過
去
最
高
の

軍
事
費
を
予
算
化
し
軍
拡
路

線
へ
と
暴
走
し
て
い
る
が
、

本
来
、
戦
争
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
す
る
の
が
政
府
の
務

め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ど

ん
な
理
屈
や
屁
理
屈
を
並
べ

立
て
よ
う
と
も
人
を
殺
し
、

殺
さ
れ
る
の
が
戦
争
だ
。
犠

牲
を
被
る
の
は
い
つ
も
国
民

で
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
日

常
の
小
さ
な
幸
せ
が
次
々
と

奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
う

と
胸
が
痛
い
。

日
本
は
過
去
の
侵
略
戦
争

の
加
害
国
で
あ
り
、
唯
一
の

被
爆
国
と
し
て「
未
来
永
劫

戦
争
は
絶
対
に
や
っ
ち
ゃ
い

け
な
い
」決
意
の
も
と
、今
の

平
和
憲
法
が
誕
生
し
た
ん
だ

と
思
う
。
独
裁
者
が
国
を
支

配
し
暴
走
し
な
い
よ
う
に
、

権
力
者
を
し
っ
か
り
と
縛
る

の
が
日
本
の
持
つ
平
和
憲
法

で
あ
り
9
条
だ
と
思
う
。
日

本
の
政
府
が
や
る
べ
き
こ
と

は
、
戦
争
が
起
き
た
時
の
こ

と
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

戦
争
を
起
こ
さ
な
い
平
和
憲

法
を
世
界
へ
広
く
発
信
し
て

い
く
こ
と
だ
と
思
う
。

私
た
ち
の
出
番

「
賃
上
げ
・
増
員
・
平
和

憲
法
守
る
」
医
労
連
の
た
た

か
い
に
は
、
制
度
・
政
策
、

政
治
闘
争
が
不
可
欠
だ
。
5

月
は
メ
ー
デ
ー
、憲
法
集
会
、

看
護
の
日
な
ど
労
働
組
合
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
場
が
増

え
る
。
そ
し
て
7
月
に
は
参

議
院
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
い
の
ち
と
暮
ら
し
、
平

和
を
最
優
先
に
考
え
る
政
治

家
を
増
や
す
チ
ャ
ン
ス
だ
。

労
働
組
合
運
動
の
力
を
発
揮

さ
せ
て
世
論
を
作
っ
て
い

く
、
ま
さ
し
く
私
た
ち
医
労

連
の
出
番
だ
と
感
じ
て
い

る
。
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
が

大
切
に
さ
れ
る
政
治
に
変
え

て
い
き
た
い
。

油
石
博
敬

一人ひとりが大切にされる社会にしたい

youtube

ZOOM

新人のみなさん、医労連共済で備えをしよう


